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被服着装による負荷が生体に及ぼす影響
高年健常者および障害者の着脱動作特性:重 心動揺を指標として
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1.目 的

被服着装には着脱動作が必ず伴う。健常高

齢者であっても身体機能は次第に低下し、加

齢とともに着脱動作をわずらわしく感じる程

度が強まる1)。障害のある高齢者では特に、

着脱動作時に生体に大きな負担が生じるとも

のと考えられる。自立をはかるため、生活能

力を低下させないため、喪失機能を補うため

の高齢者の快適被服設計の基礎資料を得るこ

とを目的に、着脱時の重心動揺 ・所要時間に

着 目し、高年健常者および障害者の着脱動作

特性をとらえる。従来、重心動揺は小脳や前

庭器官など人の諸機能系の状態を総合的に把

握する指標として着目され、平衡能検査はか

なり行われているが、ここでは被服の着脱動

作が椅座位姿勢のバランスを崩し、生体に生

じる負荷の度合いを重心動揺で検討す る。

2.方 法 ・結果

被験者は表1の とお りである。実験服種は

男子が、ワイシャツ ・ポロシャツ ・Tシ ャツ

・ソ ックス ・ズボン、女子が 、前あ きブラウ

ス ・ポロシャツ ・Tシ ャツ ・前途 中あきワン

ピー・ス ・スカー ト・ソックス ・ズボンである。

各被服の着脱動作が1分 以内に収まるように

実験条件 を設定 した。そのためボタンのかけ

はず しは最上位ボタンのみと した。重心動揺

測定装置は共和電業製である。被験者M2とM3

について1分 間の椅座位重心動揺 をみると重

心位置は、左手指はゆ っくり折れる程度動か

せるものの左足部の細かい動 きがで きないM3

では左側、右手麻痺で鉛筆の持てないM2で は

右側で、M2の 動揺距離は171cmと 長い。重心

位置は、被験者F1で は中心付近に、リウマチ

で手首 ・膝 に痛みのあるF2で は右側 にある。

四肢や身体のふ るえ ・硬直が特徴 とされるパ

ーキンソンのF3で は左側に位置 し、重心移動

距離は134cmと 長い。図4は 女子のソックス

着衣時の重心動揺を示 したものである。F1は

右足を左膝に掛けその後左足を右膝 に掛けて

ソ ックスを25秒 で装着 し、F2で は左 ・右の順

で約40秒 を要する。F3は 右膝に掛け左足に、

次いで右足 に履いている。男子についてみる

と、Mbで は18秒 、M2で は37秒 、M3で は53秒 で 、

M3の 重心移動距離は約710cmで ある。いずれ

も生体負担が少ないよう着脱方式を工夫 して

いる。ソ ックス開口に足先を合わせるには、

バ ランスをとり遠位の足部 を操作 しなければ

ならず生体負担 を大き くしている。高齢者 に

はソックスロのゆとり量が問題となる。図7

は各服着脱時の重心動揺を女子についてみ た

ものである。上衣では3名 とも前あきが扱 い

易いがF1で はかぶ り式で も前あきで も大差 は

ないのに対 し、F3で はTシ ャツ脱衣時には、

背部裾を手で上 にず らし、後頸部か ら背部T

シャツを引 っ張 り上げてから頭 をぬ き、少 し

で も生体負担が少ないよ う工夫 していた。か
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ぶ り式は頭髪の乱れが気になるようである。

衿開□部のゆとり寸法が必要 となる。図8は

M1・M3に ついて 、ズボン脱衣時の重心動揺 を

みたものである。まず立ち上が り、ズボンを

脚部まで下げてから腰掛け、M3で は健側の右

を先に、患側の左を後 に脱衣 した。着衣時 に

ついてみ ると、患側を先に、健側を後に操作

している。図9は 右手麻痺者の更衣動作をワ

イシャツとポロ シャツで比較 したものである。

健側の左側を通 してか ら患側 の右に袖を通 し

ている。患側を着衣時には先 に、脱衣時には

後に操作 しいずれ も患部 をかば っていた。ワ

イシャツ愛用のM2で はポロシャツ着衣所要時

間がワイシャツの2倍 になっている。日常好

表1被 験者

図4高 年女子のソックス着衣時の重心動揺(椅 座位)

んで着用する被服の構造は、着用者が生体負

担の少ないものを選択 し、衣生活行動を起 こ

していることが実験結果か らも裏付けられた。

個 々の障害の程度に見合った扱い易い被服構

造の検討が必要 となる。健常者 について同様

に比較する と、所要時間はポロシャツがワイ

シャツの1目8倍 で、重心移動距離もかな り長

くなった。これは整髪料が衣服を汚 さないよ

う、頭髪が乱れないよう配慮 し、手 に力を入

れて衿開口部のゆとり寸法を確保す ることに

起因 している。このように着用者の生活行動

や好みまでが 、更衣動作にかなり影響するこ

とを、快適被服設計時に留意すべ きことが示

された。

図7着 衣及び脱衣時の重心鯛(高 年好)

図9右 手麻痺者の更衣動作時の重心動揺(ワイシャツが扱いやすい)
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